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賀県内の群れ と同 じタイプであった。他 の6タ イプは、他地域で確認 されていないタイプであった。
今後サンプル数を増や してい くことで、三重県内のニホンザル の群れの成立や拡散状況を細か く明 らかにしてい
く予定である。
B-30皮膚の進化生理学
颯 田葉子,川 嶋彩夏,乾 こゆる,河 野美恵子,桂 有加子(総 研大 ・先導研)所 内対応者:郷 康広
ヒ トと霊長類の形態的な違いの一つ として、皮膚の構造がある。体毛の有無 を含 めて、汗腺や、皮下脂肪 の量、
温度感覚受容体、免疫系など、さまざまな形質 に関わ る分子の分布が ヒトと他 の霊長類 の間では異なることが予想
され る。そこで、①皮膚でのこれ らの形質 に関わる遺伝子の発現量をヒ トと霊長類で比較す る。②発現の違いがわ
かっている遺伝子については、その周辺のゲノムの塩基配列 も決定 し、ヒ トとの比較を行い、発現差 に寄与する遺
伝的要因の特定を試みる。③ゲ ノムのメチル化 などのエピジェネテ ィクスの効果を明 らかにす るための解析 も行 う。
以上の3つ の 目的を持 って研究を遂行 した。
本研究では、材料 として霊長類の皮膚組織 からmRNAお よびDNAを 単離す る。 このmRNAと ヒ トの皮膚由来
のmRNAの 発現量を比較す る。種内の個体間の変異 との違いを明確 にす るために、霊長類では一つの種 から複数
個体のサンプルについて調べ ることを目標 とす る。チ ンパンジー、ゴリラ、旧世界ザル、新世界ザル 由来の皮膚サ
ンプル(数 平方センチメー トル 四方程度)を 利用す る予定であった。
これまでに、共同研究で提供いただいた、アカゲザル複数個体の皮膚に加 えて、本年度は、ニシゴリラ、チンパ
ンジー、フクロテナガザルの皮膚サンプル を供与いただいた。 これ らのサ ンプルについてRNAを 抽 出した。現在
はこれ らのRNAを 用いた、NGS(nextgenerationsequencing)による発現解析 を計画 してお り、これまでの、チンパ
ンジー及びアカゲザル のマイクロア レイでの結果 との比較を行 いたい。
B-31猿害群における土地利用特性 と農地利用に影響を与える要因の検討
谷大輔(山 口大 ・農)所 内対応者:半 谷吾郎
本研究は、農作物被害を引き起こしているニホンザル2群 を対象 に、採食場所の選択 に関わ る複数 の項 目を設定
してこれを定量的に評価 し、サルの農地への依存度 との関連について明らかにす ることを 目的 とした。山口県に生
息す るA群(山 口市A地 区)とB群(宇 部市B地 区)に ついて、それぞれ2頭 の個体に発信機 を装着 して、ラジ
オテ レメ トリー法により行動域 と土地利用頻度を調べた。また、それぞれの群れの行動域に含まれ る集落において、
農地の種類 と面積、農地 と林縁 との距離 、柿お よび栗 の果樹木 の本数、被害対策 の種類 とその有無 について調べた。
最外郭法(100%)による行動域面積1まAおよびB群 においてそれぞれ27.3km2と9.Skm2であった。群れサイズは
正確 な頭数は不明であるが、いずれ も70-100頭であった。土地利用頻度について、A群 では季節による利用場所
お よび頻度は変化 したが、B群 では1年 を通 じて同 じ場所を繰 り返 し利用する傾向がみ とめ られた。農地のタイプ
別割合 と、農地 と林縁 との距離では、A地 区とB地 区で大きな違いはなかったが、被害対策 についてはA地 区の
方が方法の数や行 う頻度が多かった。B地 区では特定の農地の集中的な被害が多 く、いっぽ うA地 区では、被害が
分散 してお り、とくにモ ンキー ドックの活動場所 においては被害が少なかった。 また、両地区において、9月 から
ll.月には果樹木の本数 が多い場所ほ ど利用頻度が高かった。以上よ り、森林環境がほぼ同じである近隣の生息地 を
もつ2群 において、土地利用の類似性 と相違生が明らかとな り、農地への依存の強 さが異なることが分かった。
B-32霊長 類 の膣 内常在 細 菌叢 にお け る乳 酸菌 の果 たす 役割
野 口和 浩(熊 本 大 ・院 ・生命 科学),浦 野 徹(熊 本 大 ・生命 資源)所 内対応 者:平 井 啓 久
ヒ トの膣 内 では、乳酸 菌 を最優 勢 とす る常在 細菌 叢 が形成 され 、外 部 か らの病原 菌 の侵入 ・増 殖 を防 除 してい る
と考 え られ て い る。そ こで、 ヒ ト膣 内で の乳酸 菌 の役割 を研 究す るた めのモ デル動 物 と しての 霊長類 の 有用性 を明
らか にす るた め、ニ ホ ンザル(雌15頭;3～21歳)の 膣 内細 菌叢 の検 索 を行 った。規 則 的 な月経周 期 が観 察 され
たll頭 の膣 内細 菌叢 の成 績 を解析 した ところ、ニホ ンザル の膣 内 か らは5種 類 の通性嫌 気 性菌(Enterobacteriaceae,
Streptococci,Staphylococci,Corynebacteria,Lactobacilli)及び4種 類 の 嫌 気 性 菌(Bacteroidaceae,Veillonellae,
Gram-positiveanaerobiccocci(GPAC),Gram-positiveanaerobicrods)が分 離 され た 。 そ の う ちStreptococci,
Corynebacteria,Bacteroidaceae及びGPACは80%以 上 の個 体 か ら分 離 され 、かっ 分離 菌数 も高か った こ とか ら、これ
らの菌種 はニ ホ ンザル の膣 内にお け る主要 な構成 菌種 であ る こ とが示 唆 され た。Lactobacilliの検 出率 は56%と 中程
度 で あった が、 分離 菌数 は105.4(CFU/vagina)とチ ンパ ンジー の場合 と同様 に比較 的 高い値 を示 してい た。 また 、
分離 された膣 内総細 菌数 を.月経 周期 別(卵 胞期 、黄体 期及 び月 経期)に 分 け て比較 した とこ ろ、エ ス トロゲ ン濃度
が 高 くな る卵 胞期 で最 も高 くな る傾 向を示 した。後検 査例 数 を増や す ことに よ り、月経 周期 や加 齢 等の 要 因がニ ホ
ンザル膣 内細 菌 叢 に どの よ うな影響 を与 えてい るか を明確 に したい。
B-33ニホンザル乳児にお ける運動判断 一絶対判断か相対判断か一
渡辺創太,藤 田和生(京 都大 ・院 ・文)所 内対応者:友 永雅 己
物体の運動 を視覚的に認識する際、周囲刺激の運動 と関連付 けて判断する相対判断と、その刺激その ものの物理
的な位置の変化を判断す る絶対判断が存在す る。本研究は、単純図形 を用いて、ニホンザル乳児が 目標刺激の動き
を判断す る際、枠刺激の影響を受ける(相 対判断)か 受けない(絶 対判断)か を比較認知発達の観点か ら、慣化法
を用いて分析 した。 目標刺激である十字図形 とその周 囲にある正方形枠か ら成るセ ッ トを刺激 として使用 し、2セ
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